
No.239 2014 冬

No.244 2015 冬No.245 2016 早春No.246 2016 春

No.251 2017 春No.252 2017 夏No.253 2017 秋

No.258 2018 秋No.260 2019 早春 No.259 2018 冬

No.237 2014 夏No.238 2014 秋

バックナンバー学内配本場所一覧

中大生が作る中大生のため
の 情 報 誌『HAKUMON 
Chuo』は、各キャンパスの
下記の場所で配本していま
す。ぜひ手に取って読んで
みてください。

各学部・大学院事務室
学生部
図書館
グリーンテラス
キャリアセンター
学友会
国際センター
生協１階
入学センター
炎の塔

多摩 キ ャ ンパス

理工学部事務室
生協
ビジネススクール事務室

後楽園キャンパス

ロースクール事務室

市ヶ谷キャンパス

１階ロビー

駿 河 台 記 念 館

総合インフォメーションカウンター

市ヶ谷田町キャンパス
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No.236 2014 春

No.240 2015 早春No.241 2015 春No.242 2015 夏No.243 2015 秋

No.247 2016 夏No.248 2016 秋No.249 2016 冬No.250 2017 早春

No.254 2017 冬No.255 2018 早春No.256 2018 春No.257 2018 夏

No.235 2014 早春 No.233 2013 秋No.234 2013 冬

バックナンバー
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学
生
記
者
が

取材
編集す

る大学広報誌
    

  

2019早春号 NO.260 2019年（平成31年）3月24日発行

発 行：中央大学広報室
〒192ｰ0393 東京都八王子市東中野742ｰ1

メールアドレス：hc@tamajs.chuo-u.ac.jp
編 集 担 当：『HAKUMON Chuo』 ☎042ｰ674ｰ2048

◎写真提供＆協力

　「中大スポーツ」新聞部

◎学生記者

　今村直道

　片桐将吾

　長塚優佳

　内藤伊音

　本間友理香

　宮田詩織

　田村律子

　土方海緒

　野口真莉子

　山田亮太朗

　宮本大句見

　中里真侑

◎制作協力

　平田碧　太田まゆみ　土谷彩絵子（株式会社ツグミ）

　稲葉美枝子（株式会社オーク）

　桑原和彦　村田朋隆（研精堂印刷株式会社）

　亀井宏昭

◎取材協力

　学事部

　各学部事務室

　大学院事務室

　学生部

　ボランティアセンター

　中央図書館

　国際センター

　入学センター

　キャリアセンター

　学友会

　経理研究所

　学員会　ほか

編集室

　髙石航平

　齋藤優衣

　津田翔

　平岡亜美

　石井伊蕗

　（順不同）

　「どさ」
　「ゆさ」
　どこへ行きますか。
　湯（銭湯）へ行きます。

　日本一短い会話とも言われるのは津軽弁のこのやり取りだ。
寒いから立ち止まって長くは話していられないとの説がある。
　最近では、大学研究者が人工知能（ＡＩ）を駆使して、津軽
弁の文字化に成功したという。
　その土地ならではの言葉がある。その土地では必要な言葉
がある。
　関西ではアイスコーヒーを「レイコ」と言った時代があった。
冷やしコーヒーの略語だろうか。大阪・上本町六丁目を「上六」
と短縮する土地柄だ。日本橋一丁目は「日本一」となって、住民
や在勤者はいい気分になるそうだ。
　うどん屋で食後のサービスに「レイコ」が付いた日、旅行客
が憤慨した。従業員から「武藤ですか、加藤ですか」と聞か
れ、すごい剣幕で自らの名字を言い放った。
　ポカンとする従業員。彼の意図は「無糖ですか、加糖です
か」、ミルクやガムシロップはご入用ですか、と知りたかったの
だ。
　こうした出来事は後年、振り返ったとき、笑い話になるかも
しれない。
　喫茶店でおなじみのメニュー「モーニングサービス」は、本
来、教会で行われる朝の礼拝を意味する。
　中央大学を卒業して、学生は社会人となり、全国各地へ、海
外へ出向く日がくるだろう。どんな言葉と出会うのか。どんな人
と出会うのか。人のたたずみが変わるだろう。

（編集長　久保田茂信）

うえろく

にっぽんばし

『HAKUMON Chuo』 2019 春号
No.261　4月2日発行予定

学生記者が
総力取材！！ お楽しみに！




